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女子団体準優勝
両沼中体連総合体育大会

３年生にとっては最後

の大会となる両沼中体連

総合体育大会バドミント

ン大会が２，３日会津坂

下町立坂下中学校で行わ

れました。

Ｂ校６４名、Ｎ校４３

名という大所帯に、全校

生１６名で立ち向かった

西山中学校バドミントン

部。練習試合の結果等か

らはかなりの苦戦が予想

されましたが、見事女子

団体で準優勝を獲得。ま

た、これから数年にわたってチームが組めない男子団体は結果として第３位となりました

が、どちらに転んでもおかしくないフルセットの戦いを繰り広げ、その存在感を示すこと

ができました。

個人戦でも、男子シングルスで渡部 悠希くんが、またダブルスで金子和暉・飯塚純也

ペアが準優勝、女子ダブルスで、渡部雪乃・杉藤美和ペアが第３位、菊地志帆・原雅ペア

が第５位と、多くの生徒が全会津大会への出場権を獲得することができました。

残念ながら敗退した生徒も１プレー１プレーがとても充実しており、爽やかな印象を与

えることができたと思っています。バドミントンの醍醐味を堪能させてくれた生徒たちに

心から感謝します。



保健室に着任しました！
複式学級編成に伴い、養護教諭不在の日々が続いていましたが、

この度、保健・安全教育支援、保健室支援、教育相談支援を主な業

務とする支援員として、藤谷 友恵 先生を配置していただきまし

た。会津若松市から通勤します。

准看護師の資格を持つ若くて優しい先生です。よろしくお願いし

ます。

《ごあいさつ》

６月１日に着任しました。まだ５日目ですが、子どもたちが大変素直なのに感動して

います。また、学校の雰囲気もよく、西山で育つ子どもは幸せだなぁと思っています。

学校に勤務するのは初めてですが、これまでの経験を活かして、子どもたちの健全な

成長にお役に立てるように頑張ります。よろしくお願いします。

〔６月〕 学校経営の重点

テストや大会で、これまでの学習や練習の成果を発揮しよう。

１学期の学習のまとめをしよう。

１ 生徒にやる気を起こさせる指導・支援をする

（１）どの生徒も真剣に授業を受け、意欲的・主体的に学ぼうとする態度の育成

◎ 朝の読書（読みたい本を、静かに）の徹底

◎ 学習習慣の確立 →「赤べこプラン」の徹底

◎ 期末テストに向けた学習のまとめと計画的な学習の指導

◎ 各教科・学年に応じた適量の宿題、自主学習のすすめ、家庭学習の習慣化

(赤べこプランの励行)

（２）様々な取り組みの中で、どの子も活躍できる場を設定する

◎ ６月の学校行事（期末テスト、自然ふれあい学習等）の中で

◎ 委員会活動や生徒会活動（選手壮行会等）の中で

◎ 部活の練習や中体連大会の中で「自分を磨き、鍛え、高める」体験を

２ 生徒指導の充実で「いじめ・不登校のない西山中」の継続

◎ どの生徒も元気に登校し、意欲的に学校生活に取り組めるようにする。

そのために、悩みや不安などの的確な把握ときめ細かな生徒指導に取り組む。

３ 「怪我をしない、事故に遭わない」保健・安全指導の徹底

（１）傷害事故ゼロ、学校事故ゼロ、交通事故ゼロを

◎ 落ち着いた生活で、校内での事故を起こさせない指導

◎ 登下校時の交通事故に遭わせない指導の徹底、声かけ事案に遭わない指導

（２）生徒一人一人が主体的に服装管理、健康管理ができるような指導、支援

◎ 衣替えの準備と移行期を経た衣替えの徹底

◎ 気温や活動に応じた服装、汗の始末と着替え、適当な休養、規則正しい食生活、

梅雨時の過ごし方、虫歯予防 など

◎ 検診の結果を健康増進・健康管理に役立てる。

（３）給食を残さず、マナーよく食べるよう「食に関する指導」を継続する。


